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   冒頭でも述べた通り、人材育成の主体は OJTと Off-JTそして人材育成で構成されて










































































  よって、本章の第 2 節では公務員のモチベーションを、第 3 節では公務員のキャリ












2.2.1 公共サービスに特有なモチベーション（PSM : public service motivation） 


































































































































                                                     



































































   
  ⑵ バウンダリーレス・キャリア 



















































































































正社員に対する過去 3年間（平成 25年度～平成 27年度）の OFF-JTに支出した費用の
実績は、「増減なし」とする企業が 35.2%、「増加した」とする企業は 24.8%であった。同
様に自己啓発支援に企業が支出した費用の実績については、「増減なし」とする企業は
28.6%、「増加した」とする企業は 11.7%であった。「今後 3 年間」の見込みと「過去３年
間」の実績を比較すると、OFF-JT、自己啓発支援ともに、今後 3年間は「増加予定」とす





























2.4.3 組織の開発支援（OSD:Organizational Support for Development） 


































⑴  組織コミットメント 
  組織コミットメントは、Mowday,Streets & Porter（1979）によって「組織の目標や
価値に対する信頼と受容、組織の代表として進んで努力する意欲、組織の一員としてと
どまりたいとする強い願望、によって特徴づけられる、組織への同一視や関与の相対的




   Allen & Meyer(1990)は、組織コミットメントの構成要素を①感情的（affective）、   
  ②存続的（continuance）、③規範的(normative)の３要素に分け、組織と個人の関係の
多元的な構造を明らかにした。 

























⑵  ジョブインボルブメント 
   日本労働研究機構（2003）によると、ジョブインボルブメントは職務に対する関与の
程度をあらわす。意欲を喚起すると考えられている為、雇用する側からみると、組織の
有効性や生産性を高めるものとして関心が集まっている。一方、働く側からすると仕事




















































































































































































































































































項目 人数 割合 
年齢 
20～24歳 2 1.20% 
25～29歳 31 18.80% 
30～34歳 36 21.80% 
35～39歳 32 19.40% 
40～44歳 24 14.50% 
45～49歳 19 11.50% 
50～54歳 13 7.90% 
55～60歳 6 3.60% 
61歳以上 2 1.20% 
性別 
男性 122 73.90% 
女性 43 26.10% 
学歴 
大学院 27 16.40% 
大学 121 73.30% 
専門学校 2 1.20% 
短期大学 6 3.60% 
高等専門学校 1 0.60% 
高等学校 8 4.80% 
転職経験 
ある 54 32.70% 
ない 111 67.30% 
民間経験 
ある 55 33.30% 
ない 110 66.70% 
 
項目 人数 割合 
公務員 
種別 
国家公務員 10 6.10% 
地方公務員 155 93.90% 
役職 局長級 1 0.60% 
課長級 20 12.10% 
課長補佐級 3 1.80% 
係長級 54 32.70% 
主任 35 21.20% 
役職なし 52 31.50% 
勤続年数 1年未満 1 0.60% 
3年以上～5年未満 8 4.80% 
5年以上～10年未満 57 34.50% 
10年以上～15年未満 41 24.80% 
15年以上～20年未満 15 9.10% 
20年以上 43 26.10% 
勤務種別 事務系 128 77.60% 
技術系 17 10.30% 
専門職種 20 12.10% 








 前章の調査方法で述べた通り、回収した 169 のサンプルの内、欠損項目が存在するもの
と、記述回答部分の意味が不明であった 4 サンプルを除外し、計 165 サンプルを分析に用
いることとした。 
 分析に用いた 165サンプルの個人特性の分布について表 5-1に示す。 
 


































表 5-2 資格取得への積極性 
項目 有 無 割合 
現職務に関わる資格への積極性（未取得） 52 113 31.5% 
現職務に関わる資格への積極性（既取得） 50 115 30.3% 
現職務に関わる資格への積極性（総合） 70 95 42.4% 
希望職務に関わる資格への積極性（未取得） 55 110 33.3% 
希望職務に関わる資格への積極性（既取得） 45 120 27.3% 
希望職務に関わる資格への積極性（総合） 67 98 40.6% 
自己成長に関わる資格への積極性（未取得） 73 92 44.2% 
自己成長に関わる資格への積極性（既取得） 56 109 33.9% 
自己成長に関わる資格への積極性（総合） 88 77 53.3% 
計 165 100.0% 
 
 
表 5-3 組織の資格取得支援制度 
項目 有 無 割合 
資格取得支援制度（学習支援） 68 97 41.2% 
資格取得支援制度（金銭支援） 74 91 44.8% 
資格取得支援制度（情報提供） 61 104 37.0% 
資格取得支援制度（すべて) 29 136 17.6% 











結果は、想定していたとおりの 2 因子に収束した。信頼性分析による Cronbach のα











私は、仕事で優れた成果を挙げるために、今以上に成長しようと努力し続けている。 .888   
私は、仕事でうまくいかないときにも、学ぶ姿勢を持ち続けている。 .888   
私は、自分の仕事を通じて継続的に学習している。 .821   
私は、知識やスキル、能力をなぜ伸ばす必要があるか理解している。 .734   
私は、どうすれば今以上に自分を成長させることができるか考えている。 .732   
私は、仕事で新しい知識や技術を身に付けることが大好きだ。 .636   
私にとって、現在の職場で優れた存在になることは重要である。  .879 
私は、現在の仕事で同僚に負けたくないと思っている。  .858 
同僚よりも優れた評価を受けることは、私にとって大きな喜びである。  .822 
因子間相関 .442   




































 結果は、想定していたとおりの 3 因子に収束した。信頼性分析による Cronbach のα
















表 5-6 パターン行列（自律的キャリア） 
質問項目 
因子 
















私のキャリアを決めているのは自分だ。  .849   
私にとって最も重要なことは、自分自身でキャリアを選択していくことだ。  .815   
自身のキャリア上の成功や失敗の責任を負うのは自分だ。  .605   











－ .542  .303  
 － .336  
  － 





 結果は、想定していたとおりの 3 因子に収束した。信頼性分析による Cronbach のα














表 5-7 パターン行列（キャリア・アダプタビリティ） 
質問項目 
因子 




今の仕事は自分に合っている。 .848    
自分は、大切な仕事をしていると感じている。 .816    
公務員としての職業経験そのものに満足している。 .502    
これからの職業生活をより充実したものにしたいと強く思う。  .810   
これからの自身の人生設計に、大変関心を持っている。  .719   
どうすれば職業生活をよりよく送れるか、しばしば考える。  .711   
職業生活の送り方には自分で責任を持ちたい。  .679   
これからのキャリア形成について自分なりの見通しを持っている。   .920 
自身が望む職業生活を送るために、具体的な計画を立てている。   .867 
先々やってみたいことを具体的にイメージできている。   .714 
因子間相関 
－ .542  .405  
 － .386 
  － 





























































 性別ダミー：男性＝１ 女性＝０ 
 20代以下ダミー：20代以下＝１ 他＝０ 
 30代ダミー：30代＝1 他＝０ 
 40代ダミー：40代＝1 他＝０ 
 50代ダミー：50代＝1 他＝０ 
 転職ダミー：有＝１ 無＝０ 






 役職ダミー（係長・課長補佐級）＝係長・課長級＝１ 係長未満＝０ 
 役職ダミー（主任以下）＝主任以下＝１ 他＝０ 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  β β β 
  model1 Model2 model1 Model2 model1 Model2 
性別 .114   .123   .128   .112 
 
-.110   -.092 
 
20代以下 .041   .025   .011   -.019 
 
-.078   -.149 
 
30代 -.025   -.061   -.103   -.191 
 
-.032   -.166 
 
40代 .036   .009   -.077   -.147 
 
-.035   -.139 
 
転職 .286   .155   .362 * .195 
 
.140   -.122 
 
民間経験 -.176   -.059   -.235   -.085 
 
.013   .262 
 
学歴（大卒以上） -.029   -.051   .093   .028 
 
.071   .020 
 
外部出向の有無 .076   .113   .064   .108 
 
.085   .131 ✝ 
勤続年数(５年未満) -.004   .003   .011   .031 
 
-.042   -.053 
 
勤続年数(５～10年未満) .028   .047   -.019   -.025 
 
.047   .011 
 
勤続年数(10～20年未満) -.089   -.005   -.094   -.009 
 
-.090   -.023 
 
役職あり（係長、課長補佐級） .043   .170   -.143   -.036 
 
.044   .236 ✝ 
役職なし（主任以下） .190   .341 ✝ -.098   .090 
 
-.057   .212 
 
資格取得支援制度（学習支援）    .005      .166 ✝    -.110 
 
資格取得支援制度（金銭支援）    .128     .009 
 
   .057 
 
資格取得支援制度（情報提供）    .056     -.007 
 
   .284 *** 
組織コミットメント    -.151     -.118 
 
   -.107 
 
キャリア自信・満足    .103      -.088     -.133  
キャリア・コントロール    .042      -.057     .327 ** 
キャリア関心    .154      .352 ***    .169 ✝ 
ジョブインボルブメント    .106      -.007     .112  
ワークモチベーション(学習志向)    .160      .194 ✝    -.004 
 
ワークモチベーション(競争志向)    -.125      -.149 ✝    -.182 ✝ 
バウンダリーレス思考    -.041      .006 
 
   .075 
 
プロティアン（自己指向）    .042      .154 
 
   .083 
 
プロティアン（価値優先）    .020      -.012 
 
   -.096 
 
上司からの承認    .015      .147 
 
   .037 
 
R2 .077   .214 * .097   .370 *** .061   .319 ** 
Adjusted R2 -.003   .059 * .020   .246 *** -.020   .185 ** 









































































































































































































































































表 6-2 重回帰分析（資格取得→キャリアコントロール・キャリア関心） 
従属変数 キャリア・コントロール キャリア関心 
  β β 
  model1 model2 model3 model1 model2 model3 
性別 .004   .012   .034   .110   .116   .156   
10代・20代 .199   .176   .201   -.156   -.211   -.147   
30代 .249   .235   .220   -.030   -.065   -.044   
40代 .210   .213   .214   .015   .016   .033   
転職 .314 ✝ .307 ✝ .353 * .228   .194   .296 ✝ 
民間経験 -.256   -.258   -.304 ✝ -.233   -.225   -.297 ✝ 
学歴（大卒以上） .001   -.008   .001   -.005   -.029   .005   
外部出向の有無 -.052   -.038   -.060   -.055   -.031   -.050   
勤続年数(５年未満) .011   .025   .013   .153   .186   .150   
勤続年数(５～10年未満) .012   .026   .031   .197   .232   .200   
勤続年数(10～20年未満) .023   .014   .010   .035   .026   .000   
役職（係長、課長補佐級） -.394 ** -.378 ** -.391   -.091   -.061   -.082   
役職（主任以下） -.413 * -.365 * -.356 ** -.272   -.180   -.206   
現職務に関わる資格の取得 .134           .233 **         
希望職務に関わる資格の取得    .136 ✝       .304 ***    
自己成長に関わる資格の取得       .197 *       .131   
R2 .106   .107   .125   .121   .157   .088   
Adjusted R2 .023   .024   .044   .040   .078 * .003   
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